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M - tPP(A/tG+T)

とい う塾 になることがわかるoS)これ よ｡,

｡ ｡mb &Hunもerヲ)等 の方法によ って .四 の関係が導かれるO或 いは,Ol)

の分布関数を直接･ 4- 7)式に入れて議論す ることも出来 る.結論 として,
7)

KacLanoff の scaling law と同 じ薦巣が導かれたことになる.
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Green函数の decoupH ngによる強磁性理論

桂 重 俊 (東北 大 )

往reen函数 の decouplingに上る強磁性理論 は TJablikev以後 多くの

人 々に よ り近似 をあげることが試み られたが ,その多 くにおいては TJablikp,Ⅴ

のも って いた全局性が損 なわれているO-我 々は Pauli operaもorが同じ場所

に対して持 っている反可換性が近似の全苛性に対 して富 磐であると考えて一つ

の近似法 を展開 した｡詳 しくは 前号に掲威された巷 ,堀 口の論文を読んで頂 き

たい｡
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